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項 目 要   約 

１．研究の概要 セシウムの吸着材料として研究されてきたヘキサシアノ金属錯体塩を

新たにナノ粒子インク化する技術、および電気化学的吸着脱離反応を用

いて、放射性廃棄物の低減に貢献する、コンパクトで繰り返し利用が可

能な選択的・可逆的セシウム分離回収システムの構築を目指す。 

２．総合評価  有機系を使うシステムは耐放射線性に大きな課題があるが、本提案シス

テムは基本的に耐放射線性に利点があり、基礎研究レベルであった研究

内容を実用化を想定した条件での研究へ進め、高レベル放射性廃液の処

理処分過程に新しい可能性を開く優れた成果が挙げられている。最終的

に回収した Csの処分・安定化が具体化され、実用化されることを期待

する。 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 
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